
英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業 

廃炉加速化研究プログラム（日英原子力共同研究） 

事後評価総合所見 

研究課題名：可搬型加速器 X 線源・中性子源によるその場燃料デブリ元素分析および地球統計学手

法を用いた迅速な燃料デブリ性状分布の推定手法の開発 

研究代表者（研究機関名）：上坂 充（東京大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：芝 知宙（日本原子力研究開発機構） 

英国側研究機関：シェフィールド大学 

研究期間及び研究費：平成２９年度～令和元年度（３年計画） ４７百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 英国のシェフィールド大学との共同研究により、可搬型加速器X線源・中

性子源によるその場でのデブリの元素分析CT手法の開発及び顕微化学分析

による妥当性の検証、分析装置によって得られる離散的なデブリの分布デ

ータを内挿し精度向上を行うための三次元クリギング手法の開発及び計量

管理手法への適用検討により、全体の性状が不確かな燃料デブリについて、

その性状分布を作成し取り出しを安全に遂行するための基盤技術の開発す

ることを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）その場燃料デブリ元素分析手法の開発 

２）燃料デブリ用三次元クリギング手法の開発と応用 

２．総合評価 
Ｂ 

・研究の構想は優れているが、全体を組み合わせるところまで至っていな

かった点が残念である。

・現場での適用を念頭において、各手法の課題を絞りこんで進めることも

検討して欲しい。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


